
抗体を介した液性免疫は、ウイルスから宿主を守る重要な獲得免疫反応
である。ウイルスの抗原変異に適応すべく、液性免疫はgerminal centerを
形成し、ここでダーウィン進化論と同様にランダムな変異と選択を繰り返
すことによって抗体の親和性・特異性を進化させる。このgerminal center
でおこる免疫反応は、ウイルスと免疫との"arms race"の源であり、分子・
細胞生物学的な理解が近年急速に進みつつある。その結果、germinal
centerの適応力を最大限活用した次世代ワクチン、抗体医薬の開発研究が
活発に行われるようになったが、同時に克服すべき新たな課題も明らかに
なりつつある。

本講演では、様々なウイルス感染防御において中心的役割を担う
germinal centerを主体とした液性免疫に関する最新の話題を提供するとと
もに、我々や他のグループが取り組んでいるワクチンや抗体医薬の開発研
究に関する現状と今後の展望について紹介する。
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